
〇 〇 〇 〇
公 特 都 職
募 定 市 務

平 型 調 計 育
成 プ 達 画 成
十 ロ 道 契 札 法 支 品
四 ポ 選 約 幌 に 種庁
年 ー 挙 に 医 よ の

告八 ザ 管 係 科 る 品

北 海

〇 〇 〇 〇
北 軽 知 都
海 油 事 市
道 引 表 計
地 取 彰 画
方 税 公 の 公 事
労 に 受 業
働 係 賞 の
委 る 者 認

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
都 都 道 道 公 公 知
市 市 路 路 共 共 事
計 計 の の 測 測 権
画 画 供 区 量 量 限
法 法 用 域 の の に
第 第 の の 終 実 係
六 六 開 変 了 施 る
十 十 始 更 の の 保

第

〇 〇 〇 〇
特 道 大 一 北
定 営 規 部 海
第 土 模 改 道
三 地 小 正 個
号 改 売 人 告
漁 良 店 情
業 事 舗 報
者 業 立 保

号

毎
週
火
・
金
曜

月 ル 理 る 大 開 示 種
六 の 委 入 学 発 登
日 実 員 札 告 行 録

施 会 の 示 為
公 公 に
告 告 関

す
火 る

工
曜 事

の
日 完

了

員 特 告 表 可
会 約
の 業
労 者
働 の
者 指
委 定
員
及
び
使
用
者

六 六 通 通 安
条 条 知 知 林
の の の（
規 規 二 指
定 定 件 定
に に ） の
よ よ 解
る る 除
都 都 の
市 市 予
計 計 定
画 画
事 事

に 変 地 護 示 目
係 更 法 条
る 計 附 例
共 画 則 に
済 の 第 よ
契 決 五 り
約 定 条 道
の 第 が
締 一 出
結 項 資
に す（
つ 変 る 次
い 更 法

日
発
行

（
農
産
園
芸
課

委
員
の
候
補
者
の
推 （
薦 公（ （

労 園 都
政 下 市（ （
福 税 人 水 環
祉 務 事 道 境
課 課 課 課 課

業 業
の の
事 施
業 行
計 （
画 五
の 件
変 ） （ （
更 建 建（ （ （
都 道 道 設 設
市 路 路 部 部 （
環 整 整 総 総 治
境 備 備 務 務 山
課 課 課 課 課 課

て ） 人
の の の
同 届 う
意 出 ち
の 実
確 施
認 機（
土 関
地 が（ （ （

水 改 地 法 定
産 良 域 制 め
経 指 産 文 る
営 導 業 書 法 発行
課 課 課 課 人

北 海 道
（総務部法制文書課）

）

二 二 二 二
八 七 六 六

路更大は

大ホ釧変て
ア

規ー

模表更

模マ郡し規代変

ク路う小者前

小ッ釧よ

売

） ） ） ） ）

二 二 二 二 二
五 五 四 四 四

１
出大名ホ札

６平届氏

月

事規ー幌

日成
ま

の小ッ厚

で年項模マ市

北月概売ク別

に８
） ） ） ） ） ）

二 二 二 二 二 二
二 二 二 一 一 一

り域 北

大大なの 海

規規お生 道

模模、活

北

告

小小同環

海

示

売売法境

道

第

店店第の

土
地

舗舗８保 開

） ） ） ） の
電話

ペ
二 二 一 一 ー
一 〇 九 九 ジ 印刷

施 北

〇平機 海

特成関平 道

定６が成 告

調年定 示

達北め年 第

契海る８

約道法月

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇
遊
技
機
の

道 認 道
警 定 公

す店氏

店木町と売の）

に

の店場る舗名

舗場木

及目い

称丁項お

名２事
業

在２売

所番小

び１て

海６要店株区

う
行
を

地
中

釧を会別

道日舗式厚

庁す代３

支置央

路設社
締丁

工者取２

商る表条

観名社１

働氏役目

労の

光又長番

課は

立の条持 号

法置２た

公地設第の

発
」者項め

社

成ら規慮

を平かの配

変定す 北財

法に基き

海団年更にべ
き項

土人律つづ事

道法

て、に

地北第い

開海
発道号届当つ

に告人６ 号

係示）日

る第の

落一 告
札部

者号を

等次

の北の

公海よ

示

個に
道う

（
三人改

件情正

察 及 安
本 び 委
部 型 員
告 式 会
示 の 告
検 示
定
等
の
告
示

及
称

名
は
又
名

氏
の
者

一 び

九

称田

に名前号

び
並

所
住

所

る住敏

すび勝

着及

到
出道に

提海び

う北並

よ

堀あ

こに

る事人

す知法

て

公農）出該い
がっ

と

開則あ規意

社業附が大

公５た小を

発第っ模見
る

」第店す

社条。売有

の設は

改項を者

に１舗
面

。定す書

る規置、

め

よ者に

にる

）

例
条
護。
保る

報す

示

事

が知

道道

り海

よ北

に

あ
に
人

法
に

る
す堀

資
出

。表

る達代

きは

でて

っ

平

、そり

りがよ

の

也者

の周成

次の

と辺 ち也

う
の達

人
法

お地年 三実

〇
二
八



エ

荷廃規大
大

小模

さ変変棄変変模規

前後売小

ば更更物更更

）の））店売

き前後等

施）

北 海

ウ
大
変規駐駐
更更

更模車変変輪変変

後の前後

後小場更更場

収））収））

）売の前

店

道 公 報

大
イ

名模更 売ー規変 小氏ホ
ク売） を又ッ小前 業マ

行店

第

食倉更 ー産変 ホ高畜山

ク敏株一） ッ品後 マ橋

号

平小氏 成
売 十名

四
又
業

年を

八

舗店

行

保 設

の舗 管 の

のい

積設設お

面施施に
業
方売

量営小

容運て

の

る者
すう

関行
にを

法

容０ 舗容

台台台 の台台台

す
関

に
置

配
の

設
施数数

は

項
事

る

株

う舗

名式

者内
面 札丁舗

店 の称社の 会

合 厚番の 市１ 住積 幌目

計 別

雄会甫

株式

中
別

厚
区号

札丁釧地釧釧

社
会社

式
１郡市郡

幌目路１路路

路陽路

厚番釧光釧

市
別

和

厚新３光

区号町町町

は

中３地８

別開番

月う

六者名 日

住
の称

火

曜

日

閉
び
及
刻

時
店

項開
事の

代代
２

条 所３
央

刻
時
店

長前 の

社

者役
締

表取
表

央丁の

氏

田

３目

取取

表表

代代

２番

条２

田田

長前塩

社
役役

締締

土覧

氏
の

者
表

代
所

北

道層そに 海

営改の供平 道

土良関す成 告

地）係る 示

改）書。年 第

良事類８

業は月

覧前

北北縦平す縦午

関
法時９

海海覧成る

道道期
路８か

経釧間年律間時

２３

敏 名勝

済

出成出縦

届平届
書覧 年

の所

駐３荷午月年等場

ば６月縦

車箇さ前日７

敏明

勝英

場所

変平次
ア

掲規

更成に大

来す
３る小

客変変る年げ模

名

が更更年 更更

変変

東の、６ 号

台改道

高地海

部土北日

庁

畑業支

区事走

地良網
画え

総計備

帯更に

地変
備定い

整を置

合

地庁６和午

部支月昭ら
後 域商日

産工年５

業労火法時

課働）律

ま

観か第分

光ら

で 号 課

定
規 日に ６） 月

覧 のき時

車に午

動設ら

自施か日

のお後

出い
ば

のさで

口荷ま

入て時

前後月月も売

行
を

き

数

の店

駐
車））日
前うの

閉場午午日の舗
設

時利８７ち施

店を前
か上の

刻用時時、

す

営

午る分ら記運

９とら後の方

後こか午
後時更に

時が午９変法
に関

で
き９

店店店

開閉開

））

前後
前

午午午

刻刻刻

時時時

時時時

９９７

前後

めて

分

手成

い。平

担た、

育

８道

］月海

型８北

成年

堀

、ら

道か事

農日知

区

日 で休 まる ）す 金

画日

を
曜
土） 、。 日く 曜除 日

る
き

で
が

と
こ

う

び
及

日

るる

る時分係す

帯
間

時

ま 時

以

帯まの項

間分でも事
項
事

の
外

で

二
〇

也

暗般

、一達

理、

整間

日
祝
の

民
国

、
ょ縦

きの

に



３

備解場保た解

に

平 え除所安目

成 除 置予林的

十 い定と

四 の て保し

年 縦安て

八 覧林指

北 海

２

え解場保た解

備
置除所安目

て定との
除 い予林的次

は

覧安て」 の 縦保し図

に林指

道 公 報

１

成解場保た解

平

除所安目

８定との
除 年予林的次

は

６安て」 の 月保し図

日林指

第

定 北

森を 海

解

区貝

道

除
林 平取

告

す
法 成域澗

示

る 第

予
昭 年

和 ８区秋

定 月さ

で 号

日定あ
年 ６け

号

条約 北

漁のの 海

２申 道

第込

業
告

３み

災
示

項に

害
第

のつ

補
償
規い 法
定て 号

理

に、

月 にの定

六 供所さ

日

）常風排

。
る

す在れ由

呂害水

火

佐防用

郡の路

曜

間と

呂備地

日

省

供の定、 理

字る

町す

。し

る在れ由略

す所さ

呂害道の

常風農そ

）、
とを

訓防地面

郡の用図
た道

町る海

府す北

子備

由略

所さ省

の定、 理

字

路の

上公道そ
、

し

在れ

東保地面

郡の用図

川衆

る海

町す北

川健とを
た道

分業

第 漁。
律 置る

法
第

）
号

法

和よ同

昭

２
第

２
の

条

る
年届第

法出
っの 第あ条 律が
２ た

の 区 第項 の ）３ 次 号第
域規

成め

大た 定 条及

限
に
分
部
す
示
に
図
の

次

支

丘走

柏め網
庁
経

課 示務 に林 図部 の済 次

め上

子 に訓 分び 部及 す

済

北に経

図庁

の支

次川

分務

知部林

道す部

海示
。東

るび

堀限及

に課

事

海よ

北に
定

規
の

項

）川

う

堀よ
の

事次

知、

道り

第分よ ２区に のび

保
に

が にる意 項係同 ６にる
３た て第っ い定あ お特

る業と す漁の 用号も 準

第１

）
。
る

者認

北

足 海

寄条平作 道

町に成業 告

種 長お 示

かい年類 第

らて８

、準月

２３
場 ）役 。町 る府 限

号１ 北

釧） 海

第平作作作 道

成業業業

路
告開

種期地 条 示発
に年類間域 第

お８

建
設
い月

号１２３
に

也場
役

達町

業業

館第平作作作

函）
成業 開

種期地 発条
月

設お８

建に年類間域

指

也の
林

達安

い

海
北
道 備

告 場保た解え

示 所安目置

第 除 林的次い

とのて

第共る 法のめ 同

し図縦

済。
契

４

備解

に
え除

図て保

のい定

次置予

次用６公 号

お同量

とる測

のす日共

り法

標

公第座

共

）

の２換

量第変

測条値

部

が規
施の

実項

て６公平釧 号

市

か準日共成路

長
ら用測

次る７釧

、す量年、
町

の同基月路

と法準
設か標

お第点日、

り
共第）平町

公条置ら茶
鶴

測１成、

量項

共成島

長て６公平福

部

町

か準日

ら用測

次る７

、す量年

の同３月

と法級
準か

お第基日

り
公条点ら

共第）

測１月

量項

の号

定、供 理

指はに

て」覧
）
し。

れ由略る

さ省す

の路図

害水の

風排そ
、

縦安

と北

備地を

防用面

省供所

、にの

は覧林

」
そ）釧

、。
しる
略す在

を花

面山

図市

の路

北

旨通
たる
しよ
了に

終定
っ道

量あ海

測が北

、知
法

二 た知

一

堀

和
昭。事

月

実規１村

をの年居

年

施定
すに

、通北で 旨るま

るよ日

事 法あ知 量が道 測知海

っ

規ま

をの日

和。堀 昭た

旨る
るよ

すに
施定で

実

知 量が道 測知海 、通北

っ事 法あ

釧
る道
す海

和。堀 昭た

務
林
部

済
経

庁
支

め路
た

び
及
課

網３ 道の 海

示 済に 経図 庁の 支次 走

限 及に 課分 務部 林す 部

第達

律
法

び

也

）
号 也 第

律達 法
年

也 第
律達 法

年 呂。 佐る

に
所
役

市
路

釧

場
役

町
間）



次 北

都の 海

市と

道

道

計お

道

告

画り 示

事告

中

第

業示

愛
別

のす 上

施る 号

線行。

川

北 海

の 北

道そ日路道 海

路のか平道 道

法関ら成 告

係２ 示

昭図週年線 第

和面間８

別
美 は、月

年、一６瑛 号

法北般日名線

道 公 報

か地

路道区空先番

２３

北空ま

線の郡ら先

路知
中北

字郡

名域村知で

区
江央村

第

更の１ 北

道しそ日 海

たのか平道 道

。関ら成路

路
告

の

法

係２ 示

図週年種 第

面間８類

昭
和

は、月

、一６ 号

北般日道

年

号

業業
作作

２３

平期地
成間域
十
四
年平足

八

り

郡交上上た
当

に

成寄

都

富）郡郡、

上点川川

計

野で川川市

良ま上上
字字画

町町町
越越法

番路路

海の

地番番和

７２２昭

建覧供上

第道縦

律
設に川

第用 道す美 ）部供郡 号
路る瑛

整。町

及辺 ２課留 第開 備字 条
の始 び蘂 項
北

字

規

別

中 奈
井番央

江１

線間地

敷
前別

更の前後

変後

建覧

第道縦

律海の道

法

設に
路る 第

道す ）部供 号

整。
北 の

び 項

及 １

課 第

備 条
月町

六年

日

月
５

か
日

火

７
ら

曜月

日

ま
日

先４４
地地年

で第 般かま律 一先先法

国ら

道

号
第 号）

規
の 同条

海

の に道番 定
旭

か 区 、土北先 り川地 よ
業知空 の現道ら 次木海

備堀 のに 路所事間知 道
を置用成 用え供平 供
い開

地
の

員らでらで

かまかま 幅
延

よ

札 に

道 定

海 規

国重
長

現道 道

木海 、

土北 り

幌

堀 域

に 区

所事 の

業知 路

に
定

で

い の

置 次

え を

備

種施

のそ
次１２

、
り
よ

行 お関成市類

との平都
計及者 り係
類８事名の 告書年画び

すは月業称名

示

開
始て達始

、の

告也期 す
。示日 る

北

都

２３４

海

市 道

計

施事及事収

告

画 用 行業 務び

示

事 者地 所名

第

業 のの の称の

所

の 名所部

次１

の間
と区
等複
道

在

北

都のそ 海

市との平都種 道

計お関成市類 告

計及 画り係 示

事告書年画び 第

業示類８事名

のすは月業称

変示
告也 り

、 お

て達 と
種施事及事収

１２３４

所名用 行業 市類務び

都

の 画びの称の 者地 計及
業称在 名所部 事名所 の
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狩
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３
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４道３

南東画南

条、

業１

目南事目

丁条路丁

、

海広広南８

北帯帯条東
条 道市市

東東丁南
目 ３

、

南南東目

条条、丁

３

条

目目南８
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・ ８

３ 南

東丁番

び
及

通
目

丁
２

号

び３北

条及・

６目３地
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４
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双
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年 を組と薦のの員

八 含合。書北場候

北 海

委１

成薦労働定

会平推ア

員

資働労

の

組に 労

を合者
合適 働年格組働

す 委月有の委
で合 者８

合候
っる 員６す場員
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４る皮粒福つり」

日。の中粒い

北 海

粒胚」

系大時

良並

品い登こ

軸 の 種ん録

質み

ん種ので 号色 品 のげ品
は すまの中あ 」及 種 属

父花 、 るめ特長り をび
、 う わ 農性

道 公 報

１

法成品第

苗平
種

種

平年登

月番号 成８録

法日及平 年６号

第 号

平
成
十
四
年
八

く較

程黄地長中て強比

」煮、し

度化色」長、

抵褐同熟総て

早病がと

い

蔓

。抗色じ大増合、
つ 莢性、で正加的
る
は出

の及斑あ金比にが

は。」な

長び紋る時は

さ炭

粒こ

はそ普成よ福福い

病通熟り粒
長、

福抵斑期多中中と

鶉色

粒抗紋に収長

ず倒 と
ら

う概伏 し品は い 林福の
の 産ず要に て種赤 性 水

成あで 中 植ら強 育で紫

さる、 長 物い
さ の。 う鶉草や れ。 ず 種開 ら

及期 育、は 類花 類た丈

蔓半 つは 成る蔓 び

つ 系が

る 登
品粒 の な 録福 統出性

律び成

い

録年 第登
７

）月月 号年
日 第日

規
の

項
１

第
条

月
六
日

火

曜

日

よ期

中性でおで」」熟

る同りが

長は濃けあと

」赤る

るい

よ福色葉。程優早

環ちで。こ

り粒、落度
る、

や長色はあと

や中
短」は
褐粒煮倒

くと黄福。耐

じ、中豆伏

、同
は」はが

福で形長で性

中 十

中る楕よ、強

粒あ

種

粒 限 の長 系福 有
号長 い 称よ ５中 わ 名」

、日 をの で２ 」」 性り

金以 収度 、分 多程 母半

熟、 類で 早く 時下 、早

よ
に

定

熟 成ぼ 、成 育ほ

事

と知

の道

次海

、北

り

り皮い

録
登
種
品堀

り
お

やと

」体優がこ

長。円

２３

同、、や等

とでれ

、平開れ開所開

は
事１

許び許

完成発る発及発

区地 了

を名年

し年域域可氏可

。月は名受月

た８又の

期 系耐

正 伏は 統大 倒
性
、 十金福

北

都 海
道市 れ

十計 る育

勝画 こ成年

支法 と者

庁 、権

告

番

。
た
れ也

さ
が達

稈の

あ出早育は草

で日生で

出

採レ

穂る穂いがシはフ

好ク草ン

期。始。良ロ

の日

か

２

形はフでロでド

録来

品第品ペ登こ由
に

種レの 種

のニ品す 品 登

属ア種る
は 番すルの５ 号種 録

で
区育

日

認の
が権
性者
別成年

者び

日区た及

６工称け
東日平

ま住号

含の番

に
川京本成

上
郡都甜

糖月

水央製４

清中菜年

昭

町区

示和 長存

第 が続

年 短期

号 い間支

等

第 と

律 こ

法

で

号 庁

性第

別）

区
が
認条

ん

バると

態中レ、ーき」

的生ン
レの較

特のドフ率。比

性」
比ド動て

はフにン変し

ァ
、よ小穂

フンべ」が出

く日

ンム茎りさ始

レト

」よ収い混が

ド」葉早
播４ ぱ とり量時
ん

号るラ特栄
比２は期適

成 及農イ性養 平、
ヤ び林グの系

水ラ概か

７ガ 録産ス要ら 年ツ 登

」 月物る 月ネ 年植な

のポ合

種コ成 日、 目

ン びで
レ 及種

フ 類ロ品

間
れ期
ら続
め存

ド 登あ

。
る

字京株
丁社十

水２会

清橋式日

線３代指

海１目建

北第

番表第

道
十

取 勝番

号締－ 支

号

庁、役１

長

久令

番松指

尾

第 告

。規

るの

れ項

ら１

め

示

５

行
発

開
の

次
る

よ
に

定

優か性
の優早

て３りらに日

べ

こ

丈遅永入れい

草日、
、性が。と

はく続牧る
能用収

く晩及可利、

低
稈の越で目量

、生び

ん
か

長冬あ的性

は。放永

はフ性るは、

利性

いンやま牧続

短レ

、 品、
」 録り

。ドやた

種４

の倍

名体

称の
晩
生
品
種
で
あ
。 及る 」

二
六

治）
区
篤工

１史

山第直 優、用、

工
る

す
関

に
為

す冬

型よる混と越

草」

播 ぱ はり。
ん
春件がに

中４早条る性

び

型５の下１優

間

」



４
約 審

アイウ契

平 条 申申申査

成

請請項 請を

十 を 書行

四

示 のの類っ

年

す

のた

八 提と

北 海

３
件こ条とら

こ条るるな

の を該付件こな

石と当

。

業入 証調一付ろい

油

競般よ

法札 明達般一に

は し物
入争、

昭、 た品争競り

地 和者に

道 公 報

２

契納札の平を道

入次格
す行

達にい成有が

調
を参ず

こ指

す加れ年るう 約入

物るも海と名

るすに北

品者該道。競 期場

第

協１

のおの平入アイ

次な定

達調数

札 と、適成調

おこ用

を 付

りのを年を達量 に

札け月るす

一入受８す
る 競にる６物る調

す 般
争係。日品物達

号

第
示

告
学

大
科

医
幌

札

時方

月 出き場

六 期法先は所

日

幌結

平申け郵札査
審

、

書ば番医果

成請れ便

火

のら大申

年類な号科を

８

曜 学請 月提な

６出い－事者

日 務に 日先。

局通 かの

で関札入２ 方
自 年あし参札の

出資あ及

治 法る、加で
施 第と荷格るび

法 律こ
。すのの 行

る審でに

）

こ査、掲 号令
和 の札る 第昭 と入げ

証に資

条
争

政 を加を に年 明参格

間所必す示入

等に当告

に

仕要る第札

の
様なこ
。又す

等平札資と号関

医はる

成幌格

黄９大成名

硫年科平指
を 分月学

年停

日北止

る等品予 事

ーか海さ パ

名の数

札調項の等定

入
達
下、及称

以は称名量

び
数 入
札年量重

」４油
リ と月

ッ い

ル 。マ１ト う日

号

札

幌

医

科

大

学

示北財す

ら指管知

札

まよ道。

日に海課る

た央

し中

成市

作幌

でり
を西

類条

書１

請南

申区

第 らよす め令 得し有 定

れうる る
石

製） 者すど 油号 るとか

あ者か 品第 でるう

るはの 販

とア査 業の

こ、審 売条
２
ら申 届の

。かを の５

ら道れ

まし をの
ウ請 出

な ト成示い ン平告て セ

第

と の３号こ 下年９い 以

規。 も月に
の
品
物

でる

ます

日定 の

実シ札号

をケ１

）ラ種

作科リ

すで医１

施ュ幌
長ル

さ学ト

。成大ッ

る

野の

府り

政秋た

た当

れ
達単

調

告

示

提
な
し目

出丁

名所

わな算契

問加アイ

合関

、、たに

ずおし約

でな し規

費費計す

消消

めば
定れ いに
にけ て定

るよ

９

開に入入

札契要そ号

入
約
効げ金書 書札 有掲札札
等記 の時 なる額に 作

の

１

７８
資
の
入
購

入入

札札交交の

入入落北項

証明定 者道 保説規

札海

のよ
務 金書に の 付付財

６

る
す明

関
に豊価

は

５

保

札札札
札

入開開
入

道医執

海幌札入

北札入

市学場

幌大の札 札科行

務

等等額事

税税金る在

担

き当１を称地

抜相に

札郵電

格は未当

価額円
当のる幌便話

相、満す

号号

額該端組医番番

当
代数織科

単金がの大

価のあ名学

載

成に

）請る称事－－

い に及係す のお 札札に

他こ消金

て 限びるる 要

税は

２ 。の費額

、 る否

び消

規 し告及、

に ）公
方税

す 者定地費

定 たに
費に

資 落る消等

る をめ

決規

を 者札税係

格 札入

免付定 定 場方則 、交り

関所法法た
昭 除にめ 方

るす予
和 す

価
年 。る定

海 項海幌の格
北 事北札

道 道医場

則 幌大で価
規 札科所単

中事付の
第 市学交）

時所時金
証 日場日

務平 研

局成郵にに 究

送同同 棟管

よ。。

５北財年にじじ

場

大道）月る

階海課９

会札

区局び

央務及場 中事所
北

条課
１財時

南管日所
海

西

中
市

幌

目札

丁道

と求と及務

－ すのきび局

るとは所管

こき、在財北

。加の道

とにそ地課海

す数幌線 算端札内

る金市

二 こ額中

七

切区

とを央

有 とにる

費捨１

消り南

な るす下税

し す関以課

い 。る事
税で

の件費者

者条消業

入反」る た違等あ しに
う税 、たい免 札しとか

は）業 務札。事 財入

。 区局る限
号 央務す制

囲
下 １財範

以 南管。の

条課

で 財 西内
務

と価 」の 則 目低 規 丁最
う

い格

午、 室市は 議幌日合

単

中
送区２成 郵央後平

南時

場西月 る条９ よ１年 に

に 郵

で 、
目ま は
丁日 合

西
条

１
南
区
央

札

西

税て条

科
医
幌

札
目
丁

等る
相。

の者 規

を
額。目

当）丁

効扱あ 第無取で 則、
といる

）価 。

。
各るを

すか 条

を 第）
も

医着 番
幌必 便

第て
っ 条

大
科） 号
学

学
医
礎

基
学

大
－事



集確

アイウ

プと

過計実

要海去機に 号 ロ平の北
件道５能履 ） ポ成

の ー

をし 規 ザ年のの年等行

争に有た 定 ル北う競間

の海ち

北 海

２
格 務務行資

業業履加
参

た査
審

び

名容限及

内期

選果とト平

道 公 報

と成務

の平業

次

１
概 お
り年要

プ８
ロ月
ポ６
ー日

第

．．．

こ詳
の細
入は
札、
の入
執札
行説

号

契日こ

平約本の

成の語入
十手及札
四続び及
年に日び
八

提道入国し実 に お本契

基

シを づ 出告情札又た績

加地ス有 く 者示報参は

９ス資方テす 指 に第シ

停 求号テ格公ムる 名 要

発で 止 さにム者共開者

開名体あ 期 れ規の指団

る定

こ 中 資す発停と既る 間
挙のと で 格る」止選存

格を務投シ。 な 資）事

考

挙道をが等成だの

い

し 投電での

シ方

・事子き業年、え

シを月ス

開務デる務３
テ

票局ー

結・タス委
ムすの

果支でテ託日ム

シ所送

。）発

ス）受のる月開
は

ム市す発等

テと信開

備町こび平

整区る及

ザ
ル 道

の

選提
出 挙を

管要
請 理

る
す

委

。

員
会

は明
、書
公に
開よ
する
る。
。

月い国約

六て通は

日

続

る手

す達

用調

使貨、

言

火

及停

語の

曜

通等

び止

日

テ 者 要有処・ス

有

貨が

あ る要票ム で 件す理開

通と果修 る 共こ領結の

こ

資成係を と 的。平に正
）

要年デむ

格４る含 。
入契

及月タの

件９ー

び

シ成

格付、を

資日力約

事村と

業間にス

をよテ年

オりム

ン、導月

ラ集入

ン等器

イ計機日

境ま

し迅環）

化をの金

挙正定と

選で設で

、速
投確、す

公
告

堀
事
知
道
海
北

受結

のけ送締

。
る

得
り

ご第、、

類総信し

種局

条務 北

遊の 海

技遊
の

道

機技
適 詳

公

の機
正 細

安

認の
化 は

委

定型
等 、

員

及式
に プ

会

テ

開行用。

・に運る

ロ
４

結こス

票う

他

平提持企平提持の
そ

場す

成出参画成出参

場、提
８はこ

年所郵案年所る

也
達

８は送書

説平５交直参

後

フ
ァ明成時付接加

ま場交表 ク書

シの年で所付明

ミ交８）はす書

３

便海話

続担郵北電

イ手
ス部番道番

実シシ等当

挙

体テテ局号選号

施ス
制ムム

者

内ポ案

道ロ提
プ
エア

びに
関 本ザの

にー

告

型関
す ポ

示

式す
る ー

第

のる
法 ザ
ル道律

検技 号 説
明定術 公

ににの
和 書等上

昭

安

法 るす格
年 よ関規

委
第 と規適

律 こるに

員 。則合

月、の月、と
３。 ３書提

日の留出日の

郵期
に、）同

金に便限金に

る出午。

じ限提じ

）同
５）所５

後。場後

午。
る方
よび

時に及時

リ付月、るの

期６３提

間日の郵出
送期 －、
場火には限 ＠
所）同し、 －及かじな提

びら。い出
。場 方
法日）所
。及

金び

）方

管 のの
充機－理－
委 実能

員－ 度、
安会

全札事
線 操中内 、市局

性幌務

作央

性区

、北－

発３

店査
支審
、の制

店ル体

等
所
業方

営え
は考

又の
業
営

の

し 会

和い）

昭て号

告る第

年旨

示

項

公定４

家検第

国の条

安

を

会営定

員俗検

委風の

法。法

則等い

規業

除
は

日
曜

日
び

及
日

曜
土

午
。

く

点
拠

目
丁

等６

性西

展条

あ
で
者

る
す

有
を

二る

八

）

４規。

第のう

。
と
こ

業っ

第び行

）及を

号制

午
ら

か
時

９
前

６



検又代製う型式
３

平 定は造事成 申名又業遊遊 表

十 請称は所技技 者四

の 者及検の機機年 のび査所のの八

北 海

定

型式の概要検検検

２
技式定の 遊遊型製型定

効 式業 機機試年有 造 技

月 のの験番

道 公 報

事

要検検検検又代製う

申名又業 定表 定定は造

有 式請称は所 者 定の 型

所 番効の 試者及検の 年
月 験のび査

第

検又代製う型式の概

１

業遊遊型製 表 定は造事

請称は所技技 者

申名又

式業 の 者及検の機機

造

のび査所のの

号

、成
で平

の
た

同
条日

９６
第月

則８
規年

氏住を在種区 氏

月 名所名行地類分六
日

表知レ技

愛タ代愛ア遊
ジの

県ヨ取県ン機

知イ
古エ役古ボ認

名ー締名

火

ッ佐市ル及

屋レ屋ー定

市曜

英区技型

西ク藤西遊び

区株日

会子寄の

見式理見機式

号日号間

種区番期 者

寄

平第公

類分名名

回遊オ株

示 成 胴技オ式

の 式機タ会

日 年 遊のコ社

技認スミ８

ホ６成

機定ロズ月号平

及
び日

を在 期氏

の月

式８

型年

号間名所名行地

番氏住

平第公東株代千

号日

示京式表葉 成

の都会取県

日江社締四 年

東ミ役街 ８

有ホ安市

月号平区ズ道

明藤鷹

６成

日

目雄一

８丁壽台

年三の

名

氏住を在種区者 氏

月

株

名所名行地類分名
式

群株代群ぱ遊
ん機フ会

馬式表馬ち技

締伊このィ社

県会取県

生三役勢遊認ー三

桐社

機及ー
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